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日時：2026年6月27日（土） 

16 時 40 分～17 時 30 分 

会場：福井県立大学 永平寺キャンパス  

（福井県吉田郡永平寺町松岡兼定島4-1-1） 
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一般社団法人日本精神保健福祉学会 
 

＊ 総会に参加される方は、この議案書を必ずご持参ください。 

** 総会を欠席される方は、委任状の提出もしくは書面評決を必ず行っ

てください。 



 

 

一般社団法人 日本精神保健福祉学会 

2026年度定時社員総会 次第 

 

１． 開会 

２． 定足数確認 

３． 会長挨拶 

４． 議事録署名人選任 

５． 議事 

１） 審議事項 

第1号議案：2025年度事業報告（案）・決算（案）について 

第2号議案：2026年度事業計画（案）・予算（案）について 

第3号議案：理事の選出について 

第4号議案：事務所の移転について 

２） 報告事項 

６． 閉会 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第1号議案 

 

2025年度 

事業報告（案）・決算（案） 

について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2025年度一般社団法人日本精神保健福祉学会事業報告（案） 

（2025年4月1日～2026年3月31日） 

 

2025年度、当学会は創設から14 年目を迎えた。学術団体としての社会的な認知を一層広めると

ともに、一般社団法人としての機能のさらなる強化を図った。具体的な取り組みとしては、学術研

究集会の開催に係る実行委員会の役割と権限の強化をさらに進めるとともに、学会機関誌の内容の

充実、学術団体の連合組織への参画、研究活動の推進、学会賞（学術賞、学術奨励賞）の選考など

を引き続き実施した。また、全国的な学術研究団体としての事業を着実に展開するため、事務局機

能の体制整備を引き続き進めてきた。 

 

1．学術研究集会関係 

 2025年度大会は2024年6月28日（土）29日（日）、九州産業大学において実施された。内容とし

ては、中村和彦会長の基調講演、橋本みきえ氏（九州産業大学）のコーディネートのもと、田瀬憲

夫氏（弁護士法人大手町法律事務所 福岡オフィス）、藤井達也氏（泉地域精神保健福祉研究

所）、倉知延章氏（就労支援センター ウィズダム）によるシンポジウム、大会実行委員会企画に

よるワークショップとして、長崎和則氏（川崎医療福祉大学）が講師をつとめた「研究スタート講

座」、加えて、自由研究発表などである。 

 2026年度の学術研究集会については、岡田隆志理事（福井県立大学）の協力のもと、第14回学術

研究集会が、2026年6月27日（土）・28日（日）に、福井県立大学・永平寺キャンパスで開催され

る。このことに伴い、2026年1月には、学術研究集会担当の青木理事及び橋本理事、事務局担当の

鈴木理事が福井県立大学に赴き、大会実行委員会に参加すると共に、開催場所の確認をしている。 

 

2．機関誌関係 

（１）学会機関誌『精神保健福祉学』（通巻13号）の発行 

・通巻13号は原著論文3本，実践報告2本，学術奨励賞候補論文1本を掲載し，併せて第13回学術研

究集会（福岡大会）報告（基調講演・シンポジウム・ワークショップ）を掲載し，予定通り2026年

3月末に発行した。 

（２）編集委員体制の課題 

・2025年度は編集担当理事4名で事業を進めたが，編集作業・編集事務の煩雑さや業務量の多さか

ら編集委員体制におけるマンパワー不足が課題であった。 

（３）新規査読委員体制と委員任期の設定 

・2025年度中に前期査読委員の任期満了を迎えたため、新たに査読委員の依頼を行い、25名の委員

にご就任いただいた。また，査読委員の任期を年度末に改め，今期は2026年1月1日～2028年3月31

日の任期とした。 

（４）投稿論文の適切な査読の運用 

・投稿論文ごとに担当編集委員を定め，担当編集委員による当該論文の査読者の選定・依頼，投稿



者への査読結果の通知等を進め，適切な査読手続きを進めた。 

（５）学術研究集会担当理事との連携強化 

・学術研究集会担当理事との連携により，基調講演，シンポジウムおよびワークショップの論文化

及び校正作業を順調に進めることができた。 

（６）学術研究集会での自由研究発表者に対する投稿の勧奨 

・研究担当理事と連携し，学術奨励賞候補者に機関誌への投稿を促し，通巻13号では学術奨励賞候

補論文1本を掲載することができた。 

 

3．研究関係 

（１）学術賞と学術奨励賞について 

2018 年度，会員の研究活動を支援することを目的に，学会賞（学術賞，学術奨励賞）を 創設し

た。学術奨励賞については，第 13 回全国学術研究集会（2025年 6月 28日～29日，福岡大会)の自

由研究発表の中から受賞者候補者(2名)を選出した(1名辞退)。2025年10月10日、12月28日の2回に

わたり選考委員会を開催した。審査の結果、受賞者はなかった。 

学術賞については，2024年 1月～2024年 12 月に公刊された研究業績を対象に推薦依頼を行っ

た。そこで、2025年10月10日、12月28日の2回にわたり選考委員会を開催した。自薦、他薦につい

ては、1件であった。その他、研究業績を精査して審査を行った。審査の結果、受賞者はなかっ

た。 

 

4．渉外関係 

関係諸団体への参加については、従来行っていたソーシャルケアサービス研究協議会などへの参

加は行わなかった。 

 

5．広報関係 

2025年度は，学会ホームページの記事の更新を適宜行った。 

第14回日本精神保健福祉学会学術集会 福井大会のオリジナルページを作成し、都度更新した。

また、FacebookやX（旧・Twitter）での投稿を行った。 

 

6．総務関係 

2025 年度については、業務を円滑に行うため、事務局業務の委託先と話し合いを行い業務整理

を行った。加えて理事会を円滑に運営するため拡大事務局会議を事前に開催した。理事会の開催に

ついては、旅費等のかかる費用の抑制を図り財政基盤を安定化させる観点から、リモート開催を基

本とした 

 

 

 

 

 



決 算 報 告 書   

自  令 和  ７ 年  ４ 月   １ 日  

至  令 和  ８ 年  ３ 月  ３ １ 日  

一般社団法人 日本精神保健福祉学会 



一般社団法人日本精神保健福祉学会 (単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

  １．経常増減の部

  (1)   経常収益

　　　　受取会費 2,355,000 2,280,000 75,000

　　　　　受取会費 2,355,000 2,280,000 75,000

　　　　事業収益 0 265,000 △ 265,000

　　　　　総会・学会収入 0 265,000 △ 265,000

　　　　　受取補助金等 0 0 0

        受取寄付金 399,463 168,495 230,968

　　　　 受取寄付金 399,463 168,495 230,968

　　　　雑収益 570 63 507

　　　　　受取利息 570 63 507

　経常収益計 2,755,033 2,713,558 41,475

　（2）　経常費用

　　　　事業費 1,464,452 1,847,608 △ 383,156

　　　　 給与 0 0 0

印刷製本費 656,480 695,849 △ 39,369

支払手数料 1,980 1,650 330

事務消耗品費 44,184 20,411 23,773

賃借料 72,358 3,850 68,508

通信運搬費 115,300 114,024 1,276

諸謝金 0 0 0

旅費交通費 141,785 195,210 △ 53,425

会議費 0 29,000 △ 29,000

支払補助金 350,000 350,000 0

支払負担金 50,000 400,000 △ 350,000

図書費 0 19,972 △ 19,972

委託費 13,200 11,000 2,200

雑費 19,165 6,642 12,523

        管理費計 804,971 886,408 △ 81,437

印刷製本費 0 0 0

支払手数料 935 9,215 △ 8,280

事務消耗品費 22,000 6,380 15,620

賃借料 117,635 109,633 8,002

通信運搬費 860 6,010 △ 5,150

諸謝金 0 0 0

正味財産増減計算書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

科   目 当年度 前年度 増減



科   目 当年度 前年度 増減

旅費交通費 1,400 42,200 △ 40,800

支払助成金 0 0 0

支払負担金 0 0 0

委託費 644,402 712,970 △ 68,568

租税公課 459 0 459

雑費 17,280 0 17,280

　経常費用計 2,269,423 2,734,016 △ 464,593

        評価損益等調整前当期経常 485,610 △ 20,458 506,068

        評価損益等計 0 0 0

        当期経常増減額 485,610 △ 20,458 506,068

  ２．経常外増減の部

  (1)   経常外収益 0 0 0

  (2)   経常外費用 0 0 0

        当期経常外増減額 0 0 0

        税引前当期一般正味財産増減額 485,610 △ 20,458 506,068

　　　　　法人税住民税及び事業税 70,000 64,100 5,900

        税引後当期一般正味財産増減額 415,610 △ 84,558 500,168

          他会計振替額 0

          当期一般正味財産増減額 415,610 △ 84,558 500,168

一般正味財産期首残高 2,496,704 2,581,262 △ 84,558

一般正味財産期末残高 2,912,314 2,496,704 415,610

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0

          当期指定正味財産増減額 0 0 0

        指定正味財産期首残高 0 0 0

        指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ  正味財産期末残高 2,912,314 2,496,704 415,610



一般社団法人日本精神保健福祉学会 (単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

  １．経常増減の部

  (1)   経常収益

　　　　受取会費 0 2,355,000 0 2,355,000

　　　　　受取会費 0 2,355,000 0 2,355,000

　　　　事業収益 1,464,452 0 1,464,452 0

　　　　　総会・学会収入 1,464,452 0 1,464,452 0

　　　　　受取補助金等 0 0 0 0

        受取寄付金 0 399,463 0 399,463

　　　　 受取寄付金 0 399,463 0 399,463

　　　　雑収益 0 570 0 570

　　　　　受取利息 0 570 0 570

　経常収益計 1,464,452 2,755,033 1,464,452 2,755,033

　（2）　経常費用

　　　　事業費計 1,464,452 0 0 1,464,452

　　　　 給与 0 0 0 0

印刷製本費 656,480 0 0 656,480

支払手数料 1,980 0 0 1,980

事務消耗品費 44,184 0 0 44,184

賃借料 72,358 0 0 72,358

通信運搬費 115,300 0 0 115,300

諸謝金 0 0 0 0

旅費交通費 141,785 0 0 141,785

会議費 0 0 0 0

支払補助金 350,000 0 0 350,000

支払負担金 50,000 0 0 50,000

図書費 0 0 0 0

委託費 13,200 0 0 13,200

雑費 19,165 0 0 19,165

        管理費計 0 2,269,423 1,464,452 804,971

印刷製本費 0 0 0 0

支払手数料 0 935 0 935

事務消耗品費 0 22,000 0 22,000

賃借料 0 117,635 0 117,635

通信運搬費 0 860 0 860

諸謝金 0 0 0 0

旅費交通費 0 1,400 0 1,400

支払助成金 0 0 0 0

支払負担金 0 1,464,452 1,464,452 0

委託費 0 644,402 0 644,402

租税公課 0 459 0 459

雑費 0 17,280 0 17,280

　経常費用計 1,464,452 2,269,423 1,464,452 2,269,423

正味財産増減計算書内訳書

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

科   目 法人会計 内部取引消去 合計実施事業会計



科   目 法人会計 内部取引消去 合計実施事業会計

        評価損益等調整前当期経常 0 485,610 0 485,610

        評価損益等計 0 0 0 0

        当期経常増減額 0 485,610 0 485,610

  ２．経常外増減の部

  (1)   経常外収益 0 0 0 0

  (2)   経常外費用 0 0 0 0

        当期経常外増減額 0 0 0 0

        税引前当期一般正味財産増減額 0 485,610 0 485,610

　　　　　法人税住民税及び事業税 0 70,000 0 70,000

        税引後当期一般正味財産増減額 0 415,610 0 415,610

          他会計振替額 12,460,834 △ 12,460,834 0 0

          当期一般正味財産増減額 12,460,834 △ 12,045,224 0 415,610

一般正味財産期首残高 △ 12,460,834 14,957,538 0 2,496,704

一般正味財産期末残高 0 2,912,314 0 2,912,314

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0 0

          当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

        指定正味財産期首残高 0 0 0 0

        指定正味財産期末残高 0 0 0 0

Ⅲ  正味財産期末残高 0 2,912,314 0 2,912,314



一般社団法人日本精神保健福祉学会 （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ  資産の部
   1. 流動資産
          現金預金 2,912,314 2,496,704 415,610

        流動資産合計 2,912,314 2,496,704 415,610
   2. 固定資産
     (1)基本財産

        基本財産合計 0 0 0
     (2)特定資産

        特定資産合計 0 0 0
     (3)その他固定資産

        その他固定資産合計 0 0 0
        固定資産合計 0 0 0
        資産合計 2,912,314 2,496,704 415,610

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債
        流動負債合計 0 0 0

   2. 固定負債
        固定負債合計 0 0 0
        負債合計 0 0 0

Ⅲ  正味財産の部
   1. 指定正味財産 0 0 0
   2. 一般正味財産 2,912,314 2,496,704 415,610

        正味財産合計 2,912,314 2,496,704 415,610
        負債及び正味財産合計 2,912,314 2,496,704 415,610

貸　借　対　照　表
令和8年3月31日



一般社団法人日本精神保健福祉学会 （単位：円）

科　　　　目 実施事業会計 法人会計 内部取引消去 合計

Ⅰ  資産の部
   1. 流動資産

現金預金 0 2,912,314 0 2,912,314
        流動資産合計 0 2,912,314 0 2,912,314

   2. 固定資産
     (1)基本財産

        基本財産合計 0 0 0 0
     (2)特定資産

        特定資産合計 0 0 0 0
     (3)その他固定資産

他会計長期貸付金 0 0 0 0
        その他固定資産合計 0 0 0 0

        固定資産合計 0 0 0 0
        資産合計 0 2,912,314 0 2,912,314

Ⅱ  負債の部
   1. 流動負債 0

        流動負債合計 0 0 0 0
   2. 固定負債

他会計長期借入金 0 0 0 0
        固定負債合計 0 0 0 0
        負債合計 0 0 0 0

Ⅲ  正味財産の部
   1. 指定正味財産 0 0 0 0
   2. 一般正味財産 0 2,912,314 0 2,912,314

        正味財産合計 0 2,912,314 0 2,912,314
        負債及び正味財産合計 0 2,912,314 0 2,912,314

貸　借　対　照　表　内　訳　書
令和8年3月31日



一般社団法人日本精神保健福祉学会 （単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 1,672

預金 普通預金 運転資金として 2,910,642

高知銀行西支店 一般会計 0

ゆうちょ銀行一六九支店 一般会計 2,687,423

ゆうちょ銀行六四八支店 一般会計 223,219

2,912,314

2,912,314

2,912,314正味財産

資産合計

貸借対照表科目

財　産　目　録
令和8年3月31日

流動資産合計



Ⅱ．

令和7年4月1日から令和年8年3月31日まで

財務諸表に対する注記

Ⅰ　この財務諸表は、平成20年４月11日内閣府公益認定等委員会制定の「公益法人会計基準」に準拠して作成している。

　重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．消費税等の会計処理

　　免税事業者のため消費税等の会計処理は税込方式を採用しております。



（監査報告） 
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2025年度　監査報告　

＊当日資料






 

 

 

 

 

 

 

 

第2号議案 

 

2026年度 

事業計画（案）・予算（案） 

について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2026年度一般社団法人日本精神保健福祉学会事業計画（案） 

（2026年4月1日～2027年3月31日） 

 

当学会は創設から15年目の節目を迎えた。学術研究集会の開催に係る実行委員会の役割と権限の

強化をさらに進めるとともに、学会機関誌の内容の充実、学術団体の連合組織への参画、研究活動

の推進、学会賞（学術賞、学術奨励賞）の選考などを引き続き実施していく。また、全国的な学術

研究団体としての事業を着実に展開するため、事務局機能の体制整備を推進する。 

 

1．学術研究集会関係 

 第14回学術研究集会を6月27日（土）28日（日）に福井県立大学にて対面にて開催する。また、

スケジュール、内容は以下の通りである。 

 

＜学術研究集会プログラム＞ 

１日目：6 月 27 日 (会場：福井県立大学 永平寺キャンパス） 

10：00～11：50 大会実行委員会企画ワークショップ「実践を研究に昇華させる」 

講師：青木聖久氏（日本福祉大学） 

コーディネーター：牛塲裕治氏（福井県立大学） 

12：50～13：00 開会式 

13：00～14：00 基調講演「研究者はどのような当事者と共同していくか」 

講師：山口創生氏（国立精神・神経医療センター 精神保健研究所） 

14：10～16：00 シンポジウム 「研究における当事者との共同―精神保健福祉学の視点から―」 

シンポジスト 

 ・栄セツコ氏（桃山学院大学） 

 ・佐々木理恵氏（東京大学 医学のダイバーシティ教育研究センター） 

 ・近田真美子氏（大阪成蹊大学） 

  コーディネーター：岡田隆志氏（福井県立大学） 

           山口創生氏（国立精神・神経医療センター 精神保健研究所） 

16：10～16：30 学会奨励賞授賞式 

16：40～17：20 一般社団法人日本精神保健福祉学会総会（学会員のみ） 

17：30～19：00 情報交換会 

 

２日目：6 月 28 日 （会場：福井県立大学 永平寺キャンパス） 

 9：00～ 9：30 受付 

 9：30～12：00 分科会（自由研究発表） 

12：00～12：10 閉会式 

 



 そして、第15回学術研究集会については、2027年6月26日（土）27日（日）に、明治学院大学で

開催されることから、2026年8月を目途に実行委員会を組織化し、12月ごろにプログラムの確定を

目指すこととする。 

 

2．機関誌関係 

（１）学会機関誌『精神保健福祉学』（通巻14号）の発行 

・通巻14号の発行時期を年度末（3月）に設定し，投稿論文および学術集会における講演等の論文

化とその掲載を進める。 

（２）編集委員体制の強化 

・安定的な機関誌発行に向けて，計画的に編集作業を進めるために，編集委員体制の強化を図る。 

（３）投稿論文の適切な査読の運用 

・2025年1月から運用している査読委員体制のもと，査読委員の協力を得て適切かつスムーズな査

読の運用を図る。 

（４）編集委員会と学術研究集会担当理事との連携強化 

・編集委員会と学術研究集会担当理事との連携を継続し，学術集会の基調講演等に関する原稿の速

やかな論文化と校正作業を進める。 

（５）自由研究発表者に対する投稿の勧奨 

・研究担当理事，学術研究集会担当理事と連携し，学術集会の自由研究発表者に発表内容の論文化

と機関誌への投稿の勧奨を行う。 

（６）書籍刊行情報の収集と書評への取組み 

・2024年度（通巻12号），2025年度（通巻13号）と2年続けて書評の掲載がなかったため，通巻14

号では精神保健福祉に係わる書籍刊行情報を広く収集し，当学会に関連する業績について紹介する

書評欄を充実させる。 

（７）機関誌の電子化の可能性の検討 

・社会のDX化の流れを踏まえ、機関誌の電子化の可能性について検討を開始する。 

 

3．研究関係 

 2026年度の学術賞及び学術奨励賞授賞式及び奨励研究発表(2025年度はなし)は、第14回全国学術

研究集会（福井大会）時に実施する予定である。2026年度学術奨励賞は、2025年度学会誌の投稿論

文の中から候補者を選考し、候補者の投稿論文について、審査委員会を設置して審査し、受賞者を

決定する予定である。学術賞は2025年1月～2025年12月に公刊された研究業績を対象に2026年6月末

までに推薦依頼を行い、提出された推薦書をもとに研究業績(論文部門は本学会誌投稿論文、単著

部門は会員の単著)を精査して、審査委員会を設置して審査する予定である。 

大学院生会員学術研究集会発表旅費補助事業について、第 14回全国学術研究集会（福井大会）

より、大学院生会員の研究活動を支援し、学術研究集会における主体的な研究発表および学会機関

誌への論文投稿を促進することを目的として実施する予定である。 

 

4．渉外関係 



本学会の渉外活動として、精神保健福祉に関する関係諸団体の活動に参加して本学会への理解と

協力を促していくための渉外活動を行う。 

2026 年6 月に福井市で行われる第14 回全国学術研究集会の開催に関して、一般社団法人日本精

神保健福祉士協会に開催要項の配布協力を依頼した。福井県での学術集会開催を契機に、北陸地区

の会員拡大の活動に取り組む。 

 

5．広報関係 

2026年度も、継続して学会ホームページの更新等を行い学会の広報を行う。また、Facebookや

X(旧・Twitter)の活用も継続する。 

さらに、第14回 日本精神保健福祉学会学術集会 福井大会の開催に合わせ、ホームページの更新

を行う。 

機関誌『精神保健福祉士学』執筆要領を機関誌編集委員会からの依頼を受け、更新する。この

他、それぞれの担当との連携のもと会員に新しい情報を提供できるようにする。 

 

6．総務関係 

2026年度も引き続き事務局体制の強化を図り、業務を円滑に行えるよう取組む。拡大事務局会議

を開催し、理事会の円滑かつ効率的な運営に取組む。理事会の開催については、旅費等のかかる費

用の抑制を図り、財政基盤を安定化させる観点から、引き続きリモート開催を基本とする。 
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テキストボックス
精神保健福祉学




　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
令和８年度

予算額
令和７年度

予算額
増減額 摘　要

0 0 0

正会員受取会費 0 0 0

賛助会員受取会費 0 0 0

購読会員受取会費 0 0 0

事業収益 1,512,000 1,512,000 0

総会･学会収入 1,512,000 1,512,000 0

受取補助金等 0 0 0

0 0 0

受取寄付金 0 0 0

0 0 0

受取利息 0 0 0

1,512,000 1,512,000 0

1,512,000 1,512,000 0

印刷製本費 650,000 650,000 0 学会誌印刷製本費、学術研究集会チラシ印刷費

臨時雇賃金 0 0 0 編集委員会事務補助臨時雇賃金

支払手数料 2,000 2,000 0 振込手数料

事務消耗品費 5,000 5,000 0

賃貸料 0 0 0

通信運搬費 115,000 115,000 0 学会誌送付料ほか

諸謝金 0 0 0

旅費交通費 150,000 150,000 0 学術研究集会打合旅費、学会発表旅費

図書費 20,000 20,000 0 学会賞審査用図書購入費ほか

会議費 15,000 15,000 0

支払助成金 535,000 535,000 0 学術研究集会開催助成金（東京大会）、研究補助事業助成金、学会賞等奨励金

委託費 20,000 20,000 0 逐語録作成費

租税公課 0 0 0

雑費 0 0 0

0

0 0 0

印刷製本費 0 0 0

臨時雇賃金 0 0 0

支払手数料 0 0 0

事務消耗品費 0 0 0

賃貸料 0 0 0

通信運搬費 0 0 0

諸謝金 0 0 0

旅費交通費 0 0 0

図書費 0 0 0

会議費 0 0 0

支払負担金 0 0 0

委託費 0 0 0

租税公課 0 0 0

雑費 0 0 0

経常費用計 (B) 1,512,000 1,512,000 0

当期経常増減額 （A)-(B) 0 0 0

(1)経常外収益 0 0 0

(2)経常外支出 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

税引前当期正味残高増減額 0 0 0

法人(市民・県民）税 0 0 0

税引後当期経常増減額 0 0 0

他会計振替額 0 0 0

当期正味財産増減額(C） 0 0 0

0 0 0

0 0 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収支予算書（案）　  　　　　　　　　　　　　　　　 (実施事業会計）
　　　　　令和８年４月１日から令和９年３月31日まで

一般社団法人 日本精神保健福祉学会

管理費

管理費計

２.経常外増減の部

正味財産期首残高（D）

正味財産期末残高（C）+(D）

事業費計

　科　目

1.経常増減の部
(1)経常収益

受取会費

受取寄付金

雑収入

経常収益計 (A)

(2)経常費用

事業費



（単位:円）

令和８年度
予算額

令和７年度
予算額

増減額 摘　要

2,910,000 3,090,000

正会員受取会費 2,860,000 3,040,000 △ 180,000

賛助会員受取会費 20,000 20,000 0

購読会員受取会費 30,000 30,000 0

事業収益 0 0 0

総会･学会収入 0 0 0

受取補助金等 0 0 0

240,000 240,000 0

受取寄付金 240,000 240,000 0

20 20 0

補助金返還金 0 0 0

受取利息 20 20 0

3,150,020 3,330,020 △ 180,000

0 0 0

印刷製本費 0 0 0

臨時雇賃金 0 0 0

支払手数料 0 0 0

事務消耗品費 0 0 0

賃貸料 0 0 0

通信運搬費 0 0 0

諸謝金 0 0 0

旅費交通費 0 0 0

図書費 0 0 0

会議費 0 0 0

支払助成金 0 0 0

委託費 0 0 0

租税公課 0 0 0

雑費 0 0 0

2,557,500 2,479,500 78,000

印刷製本費 15,000 12,000 3,000 社員総会通知印刷費等

臨時雇賃金 10,000 10,000 0 事務局アルバイト代

支払手数料 10,000 10,000 0 振込手数料

事務消耗品費 5,000 5,000 0

賃貸料 138,500 138,500 0 ドメイン、HP用サーバー、事務局クラウドサーバー、AI逐語録ソフト賃借料

通信運搬費 10,000 10,000 0 事務局間通信費ほか

諸謝金 200,000 125,000 75,000 税理士、司法書士謝金

旅費交通費 50,000 50,000 0 理事会、事務局会議、渉外活動に係る旅費

図書費 0 0 0

会議費 15,000 15,000 0 総会、理事会、事務局会開催費

支払負担金 1,562,000 1,562,000 0 内部取引（実施事業会計）、連合団体会費

委託費 525,000 525,000 0 事務局委託費

租税公課 2,000 2,000 0 登記変更用印紙代

雑費 15,000 15,000 0 予備費

経常費用計 (B) 2,557,500 2,479,500 78,000

当期経常増減額 （A)-(B) 592,520 850,520 △ 258,000

(1)経常外収益 0 0 0

(2)経常外支出 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

税引前当期正味残高増減額 592,520 850,520 △ 258,000

法人(市民・県民）税 70,000 70,000 0

税引後当期経常増減額 522,520 780,520 △ 258,000

他会計振替額 0 0 0

当期正味財産増減額(C） 522,520 780,520 △ 258,000

2,912,314 2,496,704 415,610

3,434,834 3,277,224 157,610正味財産期末残高（C）+(D）

管理費計

管理費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収支予算書（案）　                                         (法人会計）
　　　　　　令和８年４月１日から令和９年３月31日まで

受取寄付金

(1)経常収益

受取会費

一般社団法人 日本精神保健福祉学会

　科　目

1.経常増減の部

雑収入

経常収益計 (A)

正味財産期首残高（D）

(2)経常費用

事業費

事業費計

２.経常外増減の部

会員数:240名×0.8、

新規会員見込:10名、過年度未納

分:840,000円（120か年分×0.7）



0 2,910,000 2,910,000

正会員受取会費 0 2,860,000 2,860,000

賛助会員受取会費 0 20,000 20,000

購読会員受取会費 0 30,000 30,000

事業収益 1,512,000 0 1,512,000 1,512,000

総会･学会収入 1,512,000 0 1,512,000 1,512,000

受取補助金等 0 0 0

0 240,000 240,000

受取寄付金 0 240,000 240,000

0 20 20

補助金返還金 0 0 0

受取利息 0 20 20

1,512,000 3,150,020 1,512,000 4,662,020

1,512,000 0 1,512,000

印刷製本費 650,000 0 650,000

臨時雇賃金 0 0 0

支払手数料 2,000 0 2,000

事務消耗品費 5,000 0 5,000

賃貸料 0 0 0

通信運搬費 115,000 0 115,000

諸謝金 0 0 0

旅費交通費 150,000 0 150,000

図書費 20,000 0 20,000

会議費 15,000 0 15,000

支払助成金 535,000 0 535,000

委託費 20,000 0 20,000

租税公課 0 0 0

雑費 0 0 0

0

0 2,557,500 2,557,500

印刷製本費 0 15,000 12,000

臨時雇賃金 0 10,000 10,000

支払手数料 0 10,000 10,000

事務消耗品費 0 5,000 5,000

賃貸料 0 138,500 138,500

通信運搬費 0 10,000 10,000

諸謝金 0 200,000 125,000

旅費交通費 0 50,000 50,000

図書費 0 0 0

会議費 0 15,000 15,000

支払負担金 0 1,562,000 1,512,000 1,562,000

委託費 0 525,000 525,000

租税公課 0 2,000 2,000

雑費 0 15,000 15,000

経常費用計 (B) 1,512,000 2,557,500 1,512,000 4,069,500

当期経常増減額 （A)-(B) 0 592,520 0 592,520

(1)経常外収益 0 0 0

(2)経常外支出 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

税引前当期正味残高増減額 0 592,520 592,520

法人(市民・県民）税 0 70,000 70,000

税引後当期経常増減額 0 522,520 522,520

他会計振替額 0 0 0

当期正味財産増減額(C） 0 522,520 522,520

0 2,912,314 2,912,314

0 3,222,520 3,222,520

雑収入

（単位:円）

　科　目 法人会計
内部取引

消去
総合計 摘 要

経常収益計 (A)

収支予算書（案）(総括表）
 令和８年４月１日から令和９年３月31日まで

正味財産期首残高（D）

正味財産期末残高（C）+(D）

実施事業会計

一般社団法人 日本精神保健福祉学会

(2)経常費用

事業費

事業費計

管理費

管理費計

２.経常外増減の部

1.経常増減の部
(1)経常収益

受取会費

受取寄付金



 

 

 

 

 

 

 

 

第3号議案 

 

理事・監事の選出について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一般社団法人 日本精神保健福祉学会 理事及び監事 

【理事の任期：2026年度総会～2028年度総会まで】 

 

理事及び監事の候補者は以下の通りである。 

 

No. 氏名 所属 備考 

１ 青木 聖久 日本福祉大学 理事 

２ 石田 賢哉 山口県立大学 理事 

３ 岩崎 香 早稲田大学 理事 

４ 岩本 操 武蔵野大学 理事 

５ 大岡 由佳 武庫川女子大学 理事 

６ 岡田 隆志 福井県立大学 理事 

７ 金子 努 県立広島大学 理事 

８ 北本 明日香 田園調布学園大学 理事 

９ 坂本 智代枝 大正大学 理事 

10 鈴木 孝典 大正大学 理事 

11 長崎 和則 特定非営利活動法人 ひろしまメンタルヘルス

アドボケイトセンター 檸檬のこころ 

理事 

12 中村 和彦 北星学園大学 理事 

13 橋本 みきえ 九州産業大学 理事 

14 平澤 恵美 明治学院大学 理事 

15 米田 龍大 北海道医療大学 理事 

１ 伊東 秀幸 田園調布大学 監事 

２ 田中 英樹 日本医療大学 監事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第4号議案 

 

事務所移転について 

定款第3条の変更 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第４号議案 定款第３条の規定の変更について 

 

１．定款第３条を下記のとおり変更する。 

  

新 旧 備考 

第１章 総則 

 

第３条（事務所） 

当法人は、主たる事務所を東京

都町田市に置く。 

２ 当法人は、理事会の決議によ

り、従たる事務所を必要な場所

に置くことができる。これを変

更または廃止する場合も同様と

する。 

第１章 総則 

 

第３条（事務所） 

当法人は、主たる事務所を東京

都新宿区に置く。 

２ 当法人は、理事会の決議に

より、従たる事務所を必要な場

所に置くことができる。これを

変更または廃止する場合も同様

とする。 

 

 

 

（変更） 

 

 

２．定款第３条の変更に伴い、当法人の本店所在地を変更する。変更先については、理事

会において協議、決定する。 

 

（理由）2026（令和8）年度第1回理事会において、事務局業務の一部を委託している特定

非営利法人日本地域福祉研究所が住所を移転したことを、確認した。これを受けて、業

務の効率化の観点から、当法人の本店及び定款上の事務所所在地を業務委託先と同地域

に移転することの議決を求めるものである。 

 

以上 

 

 

 

 




